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約7ヶ月にわたる中高生対象の長期プログラム。プログ
ラム前半は、中高生がヨコハマトリエンナーレ2020の
作品やアーティストとの出会いを通して、現代美術の
様々な見方や楽しみ方を体験した。後半は、その体験を
もとに関心のあるテーマを設定し、テーマを深めるた
めの様々な活動をグループごとに実施した。プログラム
終了後、番外編として有志が本誌の編集にあたった。

日程 2020年8月23日［日］～2021年5月30日［日］
 ［本編10回＋番外編2回］
会場 横浜美術館8階｜展示室｜オンライン
対象 中学生｜高校生
参加費 500円 
参加人数 17名

★第1回｜はじめに
8月23日［日］13:00～16:00

● スタッフ紹介、自己紹介
● プログラムの目的と概要の説明
● ヨコハマトリエンナーレ2020の概要について
レクチャー／講師：関 淳一
（横浜美術館 主席エデュケーター）
● 青野文昭さんの作品をみる
◎参加人数13名

★第2回｜アーティストと出会う ❶ 青野文昭さん
9月6日［日］13:00～16:00　

● レクチャー／講師：青野文昭
（ヨコハマトリエンナーレ2020参加アーティスト）
● 新井卓さんに聞きたいことを考える
◎参加人数15名

★第3回｜アーティストと出会う ❷ 新井 卓さん
9月20日［日］13:00～16:00　

● 各自取り組んだフィールドワークの共有
● インタビュー／講師：新井 卓
（ヨコハマトリエンナーレ2020参加アーティスト）
◎参加人数15名

第4回｜ヨコハマトリエンナーレ2020を
知る、みる、話す
10月4日［日］13:00～16:00　

● ヨコハマトリエンナーレと現代美術
レクチャー／講師：蔵屋美香（横浜美術館館長・
横浜トリエンナーレ組織委員会副委員長）

● ヨコハマトリエンナーレ2020の観覧
● 作品について話し合う
◎参加人数15名

第5回｜アーティストと出会う ❸ 竹村 京さん
10月11日［日］13:00～16:00

● ワークショップ／講師：竹村 京
（ヨコハマトリエンナーレ2020参加アーティスト）
◎参加人数10名

第6回｜「みる」ことについて考える
11月8日［日］13:00～16:00　

● ワークショップ／講師：広瀬浩二郎
（国立民族学博物館准教授）
◎参加人数14名

第7回｜前半の振り返り、グループ分け
11月22日［日］13:00～16:00　

● 前半の振り返り
● グループごとに取り組むテーマと内容を考える
◎参加人数12名

第8回｜グループワーク
12月13日［日］13:00～16:00　

● テーマを深めるための実験、
ワークショップ、フィールドワーク①
◎参加人数11名

★第9回｜グループワーク
2021年1月31日［日］13:00～16:00　

● テーマを深めるための実験、
ワークショップ、フィールドワーク②
◎参加人数13名

★第10回｜成果発表会
2月28日［日］13:00～16:00　

● グループワークの成果発表
ゲスト：広瀬浩二郎（国立民族学博物館准教授）
◎参加人数14名

★番外編1｜記録誌をつくる ❶
5月9日［日］13:00～15:00　

● 記録誌のアイデアを出し合う
◎参加人数4名

★番外編2｜記録誌をつくる ❷
5月30日［日］10:00～11:30　

● レクチャー／デザインとは?
講師：森上 暁｜田中あづさ｜髙木沙織
（NDCグラフィックス）
● 記録誌のアイデアをプレゼンテーション
◎参加人数4名

★のついた回はオンラインで実施

横浜美術館中高生プログラム2020
ヨコトリ2020を体験しよう!伝えよう!［概要］



の冊子は、ヨコハマトリエンナーレ2020「AFTERGLOW―光の破片をつかまえる」（以下ヨコト

リ2020／会期：7月17日―10月11日）の関連事業「中高生プログラム2020『ヨコトリ2020を

体験しよう!伝えよう!』」の記録誌である。横浜トリエンナーレとは、3年に一度横浜を舞台に開催する現代

アートの国際展である。 ● 2020年4月7日、緊急事態宣言が発出され、不安を覚える中で、私たちスタッフ

は当プログラムの実施の可否や実施方法の変更について検討を重ねた。結果5月24日を予定していた当

プログラムのスタートは、大幅に延期、8月23日に初回を迎えた。実施した全10回と番外編2回のうち、中

高生が実際に来館できたのは10月～12月の5回のみ。初回を含め、半分以上がオンライン実施となり、ス

タッフや講師は横浜美術館から、中高生は自宅からの参加となった。過去の開催ではこのプログラムを構

成する重要な要素として、自分たちの体験を小学生に伝えるアウトプットの活動、「こども探検隊」（小学生

の参加者に向けて中高生が企画する展覧会ツアーと作品制作のワークショップ）を実施してきたが、今回は

これに代わる後半部分について、内容を大きく転換せざるを得なかった。 ● プログラムの前半部分では、こ

れまでと同様にヨコトリ2020を観覧し、3人のアーティストや、専門家たちと出会うインプットの活動を行っ

た。大きく変更した後半部分では、参加者が3つのグループに分かれて興味や関心をもったテーマを発展

的に探究していくことになった。プログラムの前半部分でヨコトリ2020の作品やアーティスト、専門家たち

から受けとったものを基盤として、テーマや方法を考え、それぞれが実験や実践をしてみる。その結果を持

ち寄って、そこから何がわかったのか、何を得たのかを討議するというようなサイクルを何度か繰り返した。

実際にやってみることと討議により個人の体験が共有され、グループとしての探究になっていく過程で、次

にやるべき内容が立ち現れてくる。結論があるのかどうかもわからないことに取り組む不確定さはあった

が、逆にひとつひとつの小さな発見や、やってみたことについて話をするというプロセスを通じて、それらが

確かな経験としてグループ内に定着していった。 ● 2021年2月28日にオンラインで実施した成果発表会

には、第6回（11月8日）には「みる」ことについて考えるというテーマでワークショップをおこなった全盲の

広瀬浩二郎さんが参加、それぞれの発表に対してコメントしてくださった。この成果発表会は、各グループ

が後半部分で発展させていった活動を全員で共有し、広瀬さんにも言葉を通して伝える時間となった。

● 最終的に参加者の中高生にとって印象に残ったのは、「みる」ということについて改めて考えたことと、そ

のプロセスを経て現象の見方や捉え方が「かわる」ということだった。したがって記録誌のタイトルは、「み

る」と「かわる」（変化、変容）の間に「なみなみ曲線」のおおきな矢印を配置することになった。プログラム後

半において、「こども探検隊」のようなわかりやすいアウトプットはできなかったが、自分たちでテーマや方

法を見出して展開させるという意味では、中高生の自発性や創造性がこれまで以上に際立ち、私たちス

タッフは、そこにまた新たな可能性を感じた。

横浜美術館　教育普及グループ　教育プロジェクトチームリーダー 
主任エデュケーター／主任学芸員

端山 聡子

こ
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当初の予定よりも3か月後ろ倒しとなったプログラム
初回。中高生はオンラインで集合し、画面ごしに顔合
わせを行った。まずは自己紹介を通してお互いにつ
いて知り、ヨコハマトリエンナーレ2020についてのレ
クチャーを受けた。展覧会のコンセプトやつくり方に
ついて理解を深めたところで、グループに分かれて、
次の回の講師である青野文昭さんの作品を鑑賞。作
品の見た目や素材、作り方、意味について、気づいた
ことや考えたことを共有しながら、青野さんからどん
なお話を聞きたいか、アイデアを出しあった。

はじめに
第1回｜8月23日［日］

◆ 机が背負ってきた、経験してきた記憶、

 それを船に乗せて（つなぎあわせて）

 新たな旅へと再生させているように感じた

◆ 「広い世界を机だけで学んでいないで

 船を使って冒険しよう」という意味?

◆ 最初
は緊張

しまし
たが、他

の人た
ちも優

しそう
で安心

しまし
た

◆ 作品
の写真

を見て
、より一

層その
作品を

生で見
てみた

いと思
った

◆  作品
を作る

工程や
、作り方

を聞く
ことが

できる
機会が

できて
、とても

うれし
い

◆ アート
って、作

る・感じ
る・共有

すると
いう3段階

があっ
てこそ

成り立
つのか

な

オンラインで自己紹介

レクチャーの様子［主席エデュケーター：関 淳一］

作品画像をみながらグループディスカッション
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アーティストと出会う①
青野文昭さん

第2回｜9月6日［日］

青野文昭さん

青野文昭さん展示風景［ヨコハマトリエンナーレ2020］

 中高生が撮影した写真
❶ 置物が折れてしまったので
 ボンドでくっつけた。
❷ お風呂場の扉を一時的に修復したものです。
 実はあれはクリアファイルを
 つけて修復してます。
❸ 割れたプラスチックの箱を接着剤で
 直したものです。自然とできたギザギザの
 柄が稲妻のような迫力のある
 かっこいい柄になりました。
❹ ぬいぐるみの裂けてしまった部分を
 糸で繋ぎ合わせて、直しています
❺ 学校で撮影したものです。何度もタイルが
 貼り直されたことがわかり、これは古い
 校舎ならではだなと感じました。

3

アーティストの青野文昭さんによる、過去の作品や、制
作のコンセプトである「なおす」ことについてのレク
チャー。前の回に話し合った「青野さんに聞きたいこと」
を受けて、「もともと違う場所にあるもの同士がつながっ
ているのはなぜか?」「なぜ机やコップのような身近な素
材を使っているのか?」などの質問にも答えてもらった。
最後に青野さんから中高生に対して、青野さんのフィー
ルドワークをヒントに、「身近な物の中から“なおされたも
の”を探して、写真を撮る」というテーマが与えられ、各自
取り組んだ。
　●

その後、第3回のゲストである新井卓さんの作品をグルー
プで鑑賞。新井さんへのインタビューの内容を考えた。

中高生が見つけた“なおされたもの”

1 2 3

4 5



中高生がインタビュアーとなり、写真家の
新井卓さんに質問を投げかけてみた。制
作技法やコンセプト、展示の工夫について
の質問のほか、新井さんの中高生時代に
ついて、好きな色、得意な家事など、色々
な角度から新井さんの人物像にせまった。

アーティストと出会う② 
新井卓さん

第3回｜9月20日［日］

画面ごしのインタビュー

新井卓さん展示風景［ヨコハマトリエンナーレ2020］

新井卓さん

 中高生と新井さんの

 Q&A
Q. どんなことから影響を受けて千人針の作品をつくったのですか?
A. 広島の平和記念公園で見た千羽鶴の起源をたどっていくと、
 千人針に行き着いた。千人針を縫った当時の人たちの
 気持ちを追体験するために、針で縫う代わりにダゲレオ
 タイプで千枚の写真を撮るという作業を行ってみた。

Q. 見ている人の姿が反射して見えにくいのに、
 なぜ銀板で写真を撮っているんですか?
A. 写真を見るときに自分の顔が写ることで、安全なところから
 傍観するのではなく、「自分は写真を見ているけど、
 写真も自分を見ている」という状況をつきつけられる。

Q. 作品はモノクロが中心ですが、好きな色はなんですか?
A. 日によっても違うけど、夕焼けの時の、赤とオレンジの
 中間のような朱色と、日が沈んだ後のような群青色。

Q. 一つの作品の制作にかかる期間はどれくらいですか?
A. だいたい10年くらいのサイクル。実際に制作を
 しているのは1年だとしても、10年後くらいに
 意味が分かってきて、次の作品につながる。

Q. 新井さんにとって、アートの社会に対する役割はなんですか?
A. 社会的なタブーや規則を問い直すこと。
 場合によっては、そのボーダーラインを動かそうとすること。

4



第4回｜10月4日［日］

3回のオンラインでの実施を経て、はじめて美術館に集合!
はじめに横浜美術館館長の蔵屋美香さんから、ヨコハマトリ
エンナーレ2020の特徴についてお話を聞いた後、現代アー
トとはなにか?という問いについて一緒に考えてみた。ヨコト
リの展示作品と横浜美術館の所蔵作品を比べてみることで、
「わけが分からない」と言われる現代アートには、自由で多様
な表現方法や身体全体をつかった体験など、いくつかの特
徴があることが見えてきた。その後グループにわかれ、みん
なで選んだ作品を展示室でじっくりみて、意見や感想、気づ
いたことを共有しあった。同じ作品でも人によって見方が全
く違うこと、他の人の考えを聞くことで作品の印象が
変化することを実感した。

◆ 初め
て見た

ときは「
こんな

ものが
あるの

か…」と
いう

 衝撃?が先
行して

たけど
改めて

じっくり
見たこ

とで

 自分の
中でも

ビック
リする

位いろ
いろな

思いが
うまれ

た

◆ みん
な感じ

方がち
がうと

ころが
おもし

ろかっ
た

◆ どうし
てこれ

を作っ
たのか

という
のが

 分から
ないも

のもあ
ってと

ても考
えさせ

られた

ヨコハマトリエンナーレ2020を
知る、みる、話す

展示見学（ロバート・アンドリュー作品）

蔵屋美香さん

上：展示見学（ツェリン・シェルパ作品）
下：グループディスカッション
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アーティストの竹村京さんによるワークショップ。そ
れぞれ持ち寄った「壊れてしまったけど捨てられな
いもの」を素材に、ものを薄い布で包み、壊れてし
まった部分に蛍光シルクの糸を重ね合わせて縫うと
いう竹村さん独自の方法で、「なおす」行為を体験し
た。なおし方は、同じ所を重ねて何度も縫って面をつ
くったり、全体の縁を囲って線で表現したりと人それ
ぞれ。手に入れた経緯や壊れ方、捨てられない理由
が一つ一つ異なっていたことが、なおし方の違いに
も表れていたのかもしれない。縫い終わったら、電気
を消してオレンジ色のメガネをかけ、なおした物に
ブルーライトを照射。縫ったところが蛍光色に発光し、
幻想的な光景が広がった。

◆ 竹村さんの言ったことで、「じょう仏させる」と

 「まだとっておきたくなる」と言ってたので、

 仏壇を思い出しました
◆ みんなの作品も見て、いろんなくるみ方や

 ぬい方があり、とてもおもしろかった

◆ 光る絹糸を初めて見たので、感動しました

アーティストと出会う③
竹村京さん

第5回｜10月11日［日］

ブルーライトを当てて糸を発光させて見る

竹村京さんとのワークショップ

針と糸で「なおす」

中高生の「なおした」もの
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広瀬浩二郎さん

国立民族学博物館の准教授、研究者であり、視覚に障が
いのある当事者でもある広瀬浩二郎さんを講師としてお
迎えした。この日のテーマは「みる」。はじめに、「みる」とい
う言葉を表す漢字や英単語を思い浮かべながら、「みる」
ことの多様性について考えた。その後広瀬さんと一緒に、
視覚を使わずにいろんなものを「みる」ワークショップを通
じて、手触りや音から色々なことを想像する体験をした。最
後の広瀬さんへの質問コーナーでは、お仕事や普段の生
活についても聞くことができた。目が見えない広瀬さんと
一緒にあえて「みる」ことについて考えることで、「みる」とい
う行為の可能性や、自分のものの見方についてもあらため
て考えるきっかけとなった。

「みる」ことについて考える
広瀬浩二郎さん

第6回｜11月8日［日］

民族楽器やおもちゃを触ってみる

見えないものを触ってみる

手を使って「みる」
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あとがき

染症拡大の中で波乱万丈のスタートを切った「中高生プログラム2020」も、

この記録誌の発行をもってようやく終わろうとしている。企画段階から番外

編まで変更の連続で、担当者の立場としてはハラハラすることばかりだったが、プ

ログラムが自分の予想を超えて展開していく様を見ることができたのは大きな収

穫でもあった。 ● 私がなにより惹かれたのは、アーティストや専門家、作品との出会

いを通じて生まれたアイデアが変容していく過程だ。「なおす」ことへの興味は、野

菜をすりつぶし、液体窒素を使って砕くという、当初のキーワードと全く異なる取り

組みにつながり、「見る」という行為は、お風呂場や海や川や部屋の中で、さまざま

な感覚を使って水と触れることによって表現され、「時間」という抽象的な概念は、

メンバーそれぞれの身近な場所の中に、サイズの違う靴や溶けていく氷といった具

体的な姿をもって現れた。● 目の前のものをよく見て、自分たちで問いを見つけ、

手を動かしながら深めていく。結果を見てまた問いに立ち戻ると、はじめと違う意

味が立ち現れてくる。こうしたプロセスは、美術館内でのツアーやワークショップと

いった枠組みを手放し、活動のゴールそのものを中高生と一緒に作っていく中で

初めて得られたものだった。結果として、アートとの出会いの中から浮かび上がった

キーワードは、野菜や水や傘や、身の回りの様々な素材を新たな視点で捉えなおす

ことを促した。家の中にある見慣れたものに、昨日までと違う意味を与える取り組

みは、いわゆる鑑賞や制作とは異なる形で、ある意味でとても「美術らしい」実践と

なったと考えている。そう思うと、実施方法や時期、活動場所に関して今回課せられ

た新たな制約は、裏を返せば、これまでの制約からの解放につながったのだろう。 
● 私自身、刻々と変わる状況の中でのプログラムの運営において、自信をもって判

断できたことは多くはなく、常に迷いながら一つ一つ選択していった。そのプロセ

スは、答えのない問いに対する中高生の試行錯誤と実はよく似ていたのかもしれ

ない。だからこそ、最初に決めたことに捉われず、柔軟にアイデアを発展させる彼ら

の姿にはとても触発された。この記録誌が、中高生による創造的な営みの一端を伝

えるものになっていれば嬉しい。

横浜美術館　教育普及グループ　教育プロジェクト
鑑賞教育エデュケーター／学芸員 
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中高生プログラム参加者
五十嵐 久子（中学2年生）｜宇佐美 友悠（高校2年生）
恩田 まひろ（高校1年生）｜木暮 万葉（高校2年生）
髙木 咲空（中学1年生）｜高山 志保（中学3年生）
竹永 嵩一郎（高校1年生）｜玉田 智世仁（中学1年生）
知識 つぐみ（高校2年生）｜福島 祐希（高校2年生）
本間 愛深（高校2年生）｜松村 彩奈（中学1年生）
山下 泉澄（中学2年生）｜山田 埜生（中学2年生）
米林 慶晃（中学2年生）｜和久井 翔太（高校2年生）

渡辺 佳子（中学2年生）
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新型コロナウイルス感染症の
拡大という未曾有の事態にお
いて、当初はプログラムの開催
そのものが危ぶまれた中、多く
の方々のご支援により当プロ
グラムを最後まで実施すること
ができました。実施にあたって
は、オンラインという新たな手
法を導入し、その可能性を探索
するとともに、プログラムの枠
組みや内容に関する問い直し
と変更を繰り返し行いました。
こうした中で、安全な開催を前
提としつつ、プログラムの根本
的な主旨やあり方を再検討で
きたことは、今後につながる貴
重な財産となりました。度々の
予定変更やオンラインへの移
行にともなう細かな調整にも
真摯にご対応いただいた講師
の皆さまや、先が見えない中で
最後までプログラムに参加して
くれた中高生をはじめ、プログ
ラムの実施を支えてくださった
関係者の皆さまに、この場を借
りて心よりお礼申し上げます。
　●

横浜美術館 
教育普及グループ 
教育プロジェクト
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